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１．はじめに 

国総研の各研究部・センターは、国土マネジメン

トに関する研究の一環として、施設・事業分野ごと、

低炭素社会、循環型社会及び自然共生社会の実現に

関わる多様な環境研究を進めている。環境研究推進

本部は、これら環境研究活動の対外発信、また、所

内環境研究者の相互交流・知見共有・視野拡大を目

的に、2013年度から活動を行っている。 

 

２．2020年度における活動 

環境研究活動の対外発信については、ホームペー

ジを用いた情報提供のほか、適切な機会を通じて研

究内容の紹介を行うよう努めている。その一つとし

て、環境研究に携わる国の施設等機関、国立研究開

発法人及び国立大学法人の13研究機関からなる「環

境研究機関連絡会」に幹事機関として参画している。

2020年度は、12月に開催した第2回環境研究機関連絡

会研究交流セミナーにおいて、全体テーマ「気候変

動影響・適応に関する取組」の中で「治水への影響

評価と適応策に関する研究・技術開発」と題して口

頭発表を行い、総合討論において「流域治水に関す

る話題」を提供し議論した。 

写真 セミナー参加の様子 

 また、所内環境研究者の相互交流・知見共有・視

野拡大については、2019年7月に国土交通本省から

「グリーンインフラ推進戦略」が公表されたことを

背景に立ち上げられた「グリーンインフラ官民連携

プラットフォーム」（国土交通本省環境政策課事務

局）の技術部会幹事メンバーとして参画し、必要な

技術開発や研究に関して得られたアウトプットにつ

いて「グリーンインフラに関する勉強会」等を通じ

て情報共有を図ることとした。 

さらに、研究者間の自由な意見交換（交流）の場

として新たに設置された「気候変動適応の研究会」

（国立環境研究所事務局）に参画した。 

 

３．おわりに 

環境研究は、防災・減災研究などと同様、国土交

通省の使命である持続的な国土・社会づくりに大き

く関与している。 

環境研究推進本部では、グリーンインフラをはじ

め所内における類似した環境研究の方向性の整理や

横断的な課題に対して推進本部としての研究の実施

を模索することを含め、引き続き所内における環境

研究の推進と成果の発信に努めていく。 

 

☞詳細情報はこちら 

環境研究推進本部HP  

http://www.nilim.go.jp/japanese/organization/k

_honbu/indexkankyou.htm 

下水道研究官 
(博士(工学)) 

水環境研究官 道路環境研究室長 

住宅情報システム研究官 沿岸海洋新技術研究官 緑化生態研究室長 
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氏 名 派遣期間

8/25

9/30

10/22

7/5

7/13

8/6

8/7

8/11～12

主任研究官 瀬﨑 智之 7/5

7/5

7/13

8/11～12

8/6

8/7

7/22

河川

研究部

福島 雅紀

河川

研究室

研究官

笹岡 信吾

髙橋  亮丞

大規模

河川構造物

研究室

室長 金銅 将史

部・ｾﾝﾀｰ、課室及び役職

下水道

研究部

下水道エネルギー・

機能復旧研究官
横田  敏宏

室長

災害時の技術支援活動状況及び TEC-FORCE等専門家派遣 

 

１．はじめに 

近年、自然的インパクトが局地化・集中化・激甚化

していることが認識され、ハード・ソフト対策を統合

し、被害を最小化するための取組みが一層強く推進さ

れてきている。その有力な手段の一つとして、国土交

通省では、平成２０年に TEC-FORCE（緊急災害対策派

遣隊）を創設し、被害の発生・拡大の防止や被災地の

早期復旧等を目的として、活動を積み重ねてきてい

る。 

 

２．国総研の技術支援活動 

国総研では、災害直後より被災地の地方公共団体や

地方整備局等からの要請に対し、迅速に専門家を派遣

し、技術的支援を行っている。派遣された専門家は、

日々の研究等による蓄積をバックボーンにして、判断

がより複雑あるいは難しい事象や被害を対象に、被災

原因の究明、復旧・復興計画の検討、対策の実施につ

いての技術的助言等を行っている。令和２年度の派遣

実績を表に示す。 

これらの専門家派遣の一部は TEC-FORCE『高度技術

指導班』として活動している。 

令和２年度は、７月豪雨、台風第１０号における橋

梁等の応急復旧方法検討に伴う調査、土砂災害危険箇

所の二次災害防止に対する対応等についての技術的助

言、リエゾン派遣等をはじめ、様々な被災に対応する

分野の専門家を派遣した。 

また、自主調査も積極的に行い、防災・減災に関す

る技術力向上も図ってきた。 

 

３．おわりに 

 国総研では、TEC-FORCEや自主調査等の形態を問わ

ず、高度な技術的支援を通じて、被災地の復旧に貢献

するための専門家を継続的に派遣している。 

なお、TEC-FORCE については、令和２年 7 月豪雨及

び台風第１０号に対する活動が評価され、令和３年３

月に国土交通大臣表彰を受けた。また、国総研からも

専門家を派遣した令和元年８月の前線に伴う大雨、令

和元年房総半島台風、令和元年東日本台風について

は、国土交通省全体の TEC-FORCE 活動に対して、令和

２年防災功労者内閣総理大臣表彰を令和２年９月に受

けた。 

表 令和２年度専門家の派遣実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●令和 2 年 7 月豪雨

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●国道 41 号路面変状及び法面崩落 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏 名 派遣期間

4/16

5/12

6/18

7/9

10/27

主任研究官 藤田 智弘 8/6

主任研究官 伊藤 浩和 10/27

研究官 佐々木 惇郎 8/6

構造・基礎

研究室

七澤 利明

部・ｾﾝﾀｰ、課室及び役職

道路基盤

研究室
室長 渡邉 一弘 4/16

道路構造

物研究部

道路構造

物研究部

構造・基礎

研究室
室長

氏 名 派遣期間

室長 七澤 利明 8/5

主任研究官 藤田 智弘 8/5

研究官 佐々木 惇郎 8/5

道路構造

物研究部

構造・基礎

研究室

部・ｾﾝﾀｰ、課室及び役職

●国道 361 号 権兵衛峠道路における 

橋台背面路面陥没 

災
害
対
応
の
支
援
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災害時の技術支援活動状況及び TEC-FORCE 等専門家派遣
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氏 名 派遣期間

2/14～2/15

TEC-FORCE

2/17

3/2

研究官 粟田　貴宣 3/2

下水道

研究部

下水処理

研究室

部・ｾﾝﾀｰ、課室及び役職

松橋　学研究官

宮田　正史室長
港湾施設

研究室
港湾研究部

道路構造

物研究部

道路基盤

研究室
室長 渡邉 一弘 2/15

氏 名 派遣期間

7/9

TEC-FORCE

7/17

TEC-FORCE

7/18

部・ｾﾝﾀｰ、課室及び役職

西田 秀明

社会資本

マネジメ

ント研究

センター

熊本地震

復旧対策

研究室

室長

氏 名 派遣期間

9/5～9/9

TEC-FORCE

9/8

TEC-FORCE

9/8

TEC-FORCE

道路構造

物研究部
伊藤  浩和

山越  隆雄室長
砂防

研究室土砂災害

研究部 土砂災害

研究室
主任研究官

部・ｾﾝﾀｰ、課室及び役職

構造･基礎

研究室
主任研究官

瀧口  茂隆

氏 名 派遣期間

7/23

TEC-FORCE

7/9

7/14

TEC-FORCE

8/11

主任研究官 坂井 佑介 8/10～12

7/14

TEC-FORCE

研究員 西脇 彩人 8/10～12

7/15

TEC-FORCE

11/18

8/11～12

12/14～15

7/15

TEC-FORCE

8/11～12

12/14～15

鈴木 大和 11/18

7/10

TEC-FORCE

8/5

7/10

TEC-FORCE

8/5

餘久保 陽 8/5

鎌田 将史 8/5

山田 慎太郎 8/5

7/27

TEC-FORCE

7/29～30

7/27

TEC-FORCE

藤田 智弘 7/29～30

研究官 佐々木 惇郎 7/29～30

7/15

TEC-FORCE

7/27

TEC-FORCE

7/29～30

8/4

TEC-FORCE

主任研究官 藤原 年生 7/29～30

8/4

TEC-FORCE

7/15

TEC-FORCE

7/29～30

7/5

TEC-FORCE

7/7

TEC-FORCE

部・ｾﾝﾀｰ、課室及び役職

西田 秀明

社会資本

マネジメ

ント研究

センター

熊本地震

復旧対策

研究室

室長

道路地震

防災研究室
研究官 小嶋 啓太

主任研究官
中尾 勝

研究官

室長 七澤 利明

構造・基礎

研究室

渡邉 一弘室長

道路基盤

研究室

若林 由弥研究官

主任研究官
伊藤 浩和

白戸 真大室長

橋梁

研究室

室長

主任研究官 木下 篤彦

（近畿地方

整備局）
岸本 昌之

砂防

研究室

山越 隆雄

7/23
（九州地方

整備局）
小野 宏紀土砂災害

研究部

室長 中谷 洋明

主任研究官 瀧口 茂隆

研究官
金澤 瑛

土砂災害

研究室

道路構造

物研究部

 

 

氏 名 派遣期間

10/28主任研究官 伊藤 浩和
道路構造

物研究部

部・ｾﾝﾀｰ、課室及び役職

構造・基礎

研究室

氏 名 派遣期間

室長 七澤 利明 12/25

主任研究官 藤田 智弘 12/25

研究官 佐々木 惇郎 12/25

部・ｾﾝﾀｰ、課室及び役職

道路構造

物研究部

構造・基礎

研究室

●法雲寺橋における下部構造の沈下 

 

氏 名 派遣期間

室長 七澤 利明 12/11

主任研究官 藤田 智弘 12/11

構造・基礎

研究室

道路構造

物研究部

部・ｾﾝﾀｰ、課室及び役職

●米町川橋における下部構造側方移動 

 

●福島県沖を震源とする地震 

 

●上関大橋における橋面段差発生 

 

●国道 41 号下呂市門坂地区道路崩壊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏 名 派遣期間

室長 七澤 利明 11/16

主任研究官 藤田 智弘 11/16

構造・基礎

研究室

道路構造

物研究部

部・ｾﾝﾀｰ、課室及び役職

●台風 10 号 
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